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事務事業名 内部統制推進費 担
当
課

部課名 総務部内部統制推進室

細目 004 説明

未定 年度 事業の性質 任意自治事務

事業概要

内部統制制度及び公正な職務の推進の総括をするとともに，法令に基づく各種審査会等の運営を行う。
１　内部統制制度の総括　　２　公正な職務の推進の総括　　３　藤沢市行政不服審査会の運営　　４　藤沢市公正職務審査会の
運営

事業開始年度 平成 23 年度 終了（予定）年度

02 課等の長 中村　大 電話 2241

□

根拠法令等 法律等
藤沢市における法令の遵守に関する条例，行政不服審査法，藤沢市行政不服審査会条例，公益通報
者保護法，藤沢市外部公益通報の処理に関する要綱

事業実施内容

・令和元年６月に，統一的な内部統制の取組を進めるための基準として，「藤沢市内部統制推進のための運用ガイドライ
ン」（以下「ガイドライン」という。」を策定し，全庁的な内部統制制度の推進を図るとともに，研修をはじめ「ガイドライン」に
基づく取組を実施した。
・有識者３名からなる藤沢市行政不服審査会の運営を行った。
・有識者３名からなる藤沢市公正職務審査会の運営を行った。

事業実施
手法

(該当する
もの全てに
チェック）

■
□

対象 １．個人 市職員 3,691 人

千円 需用費 95　千円 消耗品費
役務費 35　千円 速記筆耕料　

259　千円
藤沢市行政不服審査会委員報酬・藤沢市公正職務審
査会委員報酬

報償費 130　千円 研修講師謝礼，外部有識者による評価謝礼　 

527 旅費 8　千円 旅費

□

R元年度
支出済額

事業費節別内訳

費　　目 支出済額　（千円） 主な事業内容

報酬

千円 県支出金 非常勤職員 0.00
その他 （　　　　　　　　　　　） 合計 3.90

正規職員等 3.90
527 国庫支出金 再任用短時・任期付短時職員 0.00

使用料・手数料

支
出

0 13,024 9,909 47,200

0 9,904 10,017 38,430

一般財源 527　千円 ※正規職員等＝正規職員＋再任用職員（短時以外）
＋任期付職員（短時以外）＋常勤嘱託職員

コ
ス
ト

　年　度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

財
源
内
訳

R元年度
支出済額

費　　目 支出済額　（千円） ３．この事務事業に関わる職員数（任用形態別人工数）
分担金・負担金 令和元年度

歳
　
　
　
出

0

人件費合計（①＋②＋③） 0 9,667 9,636 37,903

事業費（支出済額－②報酬合計） 237 381 527

償還金利子 0 0

448 469 2,253

0 3,120 -108 8,770

9,167 35,650

②報酬合計（非常勤） 0 0 0

①職員給与合計（常勤） 9,219

③退職金相当額

0 0 0

0 0 0

0 0 0

3,120 -108 8,770

429,317 108.99 433,060市民１人あたりの負担額  A/人口　（円） 0.00 425,105 30.47 427,501 23.08
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実績１単位あたりの総費用 A/実績　（円）

５．事務事業を進めていくうえでの課題と課題解決の取組

６．事務事業の評価と今後の方針

事業の方向性

７．事務事業の執行にあたって参照する業務記述書

８．部長確認欄

1 - 2

単位
-

単位
-

単位

単位
-

単位
成
果
実
績

指
標
名

-

目
標

-
単位

-

- - - -
※1 職員数・・・〔常勤〕一般職員，再任用職員，任期付職員，嘱託職員　〔非常勤〕月額報酬の非常勤職員（一部日額報酬の非常勤職員を含む）
※2 人件費・・・〔常勤〕任用形態別の平均給与に人工数を乗じ算出　〔非常勤〕月額報酬（一部日額報酬を含む）の年度合計額
※3 退職金相当額・・・年度内に発生した退職金総額を年度当初一般職員数で除し，事業に従事する一般職員数を乗じたもの

- - - -

数値で表せない効果又は上記指標名の
設定ができない理由

内部統制制度及び公正な職務の推進の総括を行ったが，特定の指標で効果を直
接表すことは困難であるため。

- - - -

実
績

-
単位

-
単位

-

評
価

「基本指針」及び「ガイドライン」に基づき，継続的な内部統制の取組を推進するとともに，法令に基づく各審査会の運営を行い，
内部統制制度の充実及び公正な職務の推進を図った。また，本市の「ガイドライン」の策定に当たり，外部有識者（公認会計士）
による評価を依頼し，「ガイドライン」に記載されている内容は必要充分である，との評価を得た。

今
後
の
方
針

　現状維持
地方公共団体は，「組織として，あらかじめリスクがあることを前提として，法令等を遵守しつつ，適正に業務を執行すること」がよ
り一層求められているため，業務を執行する際には，ミスが起こるかもしれない，ヒューマンエラーが入り込むかもしれないというこ
とを念頭に置き，業務に潜むリスクが発生しないよう組織一丸となって内部統制の実効性が高まるよう努める。

業務記
述書№ 具体的業務の名称

業務見直しの視点等

(1)
令和元年度末時

点の課題

・業務手順におけるチェック体制の不備など，業務記述書兼リスク管理表，各種マニュアル等を用いて，ルール
を再徹底し, 内部統制機能を適切に働かせる必要がある。
・支払い遅延等がまだ見受けられることから，日常的な業務進捗管理や予算執行状況等確認書及び契約事務
等進行管理表を活用した予算の執行管理を適切に行う必要がある。

(2)
(1)解決のための

今後の取組

「藤沢市内部統制基本指針」（以下「基本指針」という。）及び「ガイドライン」に基づき，継続的な内部統制の取
組を促進し，組織への一層の浸透を図っていく必要がある。

1-③ 内部統制推進本部会議に関すること 無 無 3

1-② 内部統制制度の統括（制度の周知啓発） 無 無

新たな委託（一
部含む）の可能
性

業務効率改善
の可能性

リスク影響度Ｉリスク影響度Ⅱ

1-① 内部統制制度の統括（制度の運用） 無 無 3

2 法令遵守とコンプライアンスの周知啓発 無 無 3 3

1-⑤ 各種点検に関すること 無 無 3

1-④ 内部統制庁内推進委員会に関すること 無 無 3

5
藤沢市公正職務審査会及び藤沢市公正職務
推進委員会の運営 無 無 3

4 内部公益通報の総括 無 無 3

3 藤沢市行政不服審査会の運営に関すること 無 無 3

※リスク影響度Ⅰ・・・市民等外部へ影響を及ぼす度合い。リスクレベル１は対象者10％未満，レベル２は10％以上30％未満，レベル３は30％以上。
※リスク影響度Ⅱ・・・組織内部へ影響を及ぼす度合い。リスクレベル１は課内への影響，レベル２は部内への影響，レベル３は他部又は全庁への影響。

部名 総務部 氏名 林　宏和 確認日 2020/7/10

6 外部公益通報制度の総括 無 無 1
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